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叩
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。
一

く
:
子
τ

コ
古
く
か
ら
い
し
て
は
、
開
山
笠
、
観
音
虫
、
毘
沙
門
名
を
は
ず
か
し
め
ま
せ
ん
。
盤
民
同
師
の
筆
跡
、
州
像
そ
の
他
数
百
一
も
し
被
害
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
周
一

…
?
?
読
ま
の
と
こ
ろ
堂
な
ど
が
樹
々
の
緑
に
問
ま
れ
て
建
つ
ま
う
の
寺
島
で
あ
る
室
内
…
の
宝
物
言
っ
て
、
寺
の
重
み
宣
言
そ
の
ま
ま
に
し
て
す
ぐ
w

二

一

山

麟

早

朝

に

あ

っ

た

も

て

お

り

ま

す

。

と

時

堂

に

書

さ

れ

て

い

る

地

帯

え

て

お

り

ま

す

。

一

O
番
白
け
ま
し
ょ
う

O
L

一
二
、
暴
力
や
一
迷
惑
行
為
は
、
絶
対
に
許
一

市

山

び

α
の
で
す
が
、
吉
国
間
、
わ
が
盟
主
上
の
間
半
誌
は
、
と
も
に
県
指
定

E

E

(
大

洲

市

教

育

委

員

会

)

一

-

一

別
問
、

t

一
せ
な
い
阻
む
ベ
ミ

Lで
あ
り
ま
す
一

AhJぷ
町
一
川
予
約
三
百
年
前
白
木
大
苦
す
べ
き
傑
僧
で
、
従
来
の
禅
財
で
あ
り
、
市
指
定
有
形
文
化
財
に
は
一
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
7

見
た
り
同
い
た
一

泊

遺

訓

ミ

空

一

誌

を

寝

室

川

に

わ

か

り

や

す

く

望

ー

門

出

同

ほ

日

出

出

作

協

2
2
L
り
し
た
と
き
は
、
勇
気
を
出
し
一
白
一

円
制
J
d
時
城
主
加
藤
泰
支
た
不
法
沖
(
ふ
し
よ
う
ぜ
ん
)
の
創
鱒
繍
鱗
糊
欄
繍
麟
繍
鱗
機
織
欄
鱗
麟
轍
麟
麟
繍
鰯
翻
機
騒
欄
繍
鶴
一
げ
て
く
だ
さ
い
o
Mけ
た
方
の
川
量
一

kFJ担
耐
法
問
一
公
(
口
寸
川
署
と
し
て
神
史
上
古
書
児
と
も
磯
鱗
翻
繍
機
織
翻
鱗
繍
鱗
鱗
欄
機
鱗
怜
球
機

¥
L
一
は
問
一
訟
で
責
任
を
も
っ
て
お
詳
し
↑

い
司
法
制
窓
)
は
、
深
称
せ
ら
れ
て
い
ま
す
o

同

聞

の

間

山

し

警

磯

審

議

韓

議

機

J
さ

一

:

議

一

ま

す

。

一

イ

士

く

医

し

て

た

:

国

こ

五

十

余

も

あ

り

」

譲

い

1一
一

ゾ

建

議

織

を

い

か

議

題

一

、

思

っ

た

こ

と

や

あ

ぶ

な

い

f

沼

如

昨

日

昨

日

巨

額

吋

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

〈

ふ

絞

れ

ぞ

一

円

山

市

山

崎

長

一

ぶ

ど

う

酒

は

一

記

長

大

和

尚

喜

一

戸

よ

り

大

洲

に

室

長

主

で

あ

り

ま

し

た

鶴

二

…

iJJA¥ι
ょ

に

た

紘

一

興

計

昨

日

に

す

る

た

め

一

つ
く
れ
な

ρ

一
迎
え
、
誌
を
仙
け
て
裂
立
記
閉
山
堂
(
壁
掛
)
に
は
国
師
の
分
骨
額
:
一
一
一
、
一
一
ぺ
州
灘
ぷ
二
)
一
よ
し
…
に
議
鶴
一
に
皆
さ
ん
自
身
が
警
に
か
か
ら
な
い
一

で

」

(

L
一
し
、
皇
の
よ
う
な
棋
と
し
ま
し
た
と

E罪
し
て
あ
り
ま
す
。
離
織
欄
綿
一

γ:一
瞬
離
ム
ロ
ン
ト
一
三
淀
川
…

r
J
i
f
-
-りっ
て
い
た
だ
一

夏

g
i
z
-
-一Eに
は
建
立
当

l
i
-
-融
機

蛇

斡

融

機

関

誌

一

一

品

鑓

一

く

と

E
t
-
-も押
さ
一

最
埼
に
な
り
ま
し
た
。
一
の
立
派
な
望
を
は
じ
め
、
地
官
、

:
J
4っ
、
ほ
一
五
、
そ
の
他
議
議
編
鴻
麟
織
機
関
お
古
川
引
き
¥
ぺ
一
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一

目

立

果

g
i
r
l
-
ι
T川町刷
業
主
繁
茂
し
て

J
;二
議
機
関
j
j
L
;隣
一

大

洲

聖

書

留

策

協

議

会

一

J

ん

に

な

り

こ

と

に

相

川

は

そ

の

代

一

一

大

別

警

祭

器

一

台
な
も
の
で
す
。
一
量
一
吉
一
-
z
z
=
一
=
=
一
一
=
z
z
z
喜
一
Z
E
一一zzz==一
Z
Z
E
一====z芸一Ez--一一一一一一一一一一一一一一一一一==一一=一喜一一一喜一一==芸↑===一=====一z一一一霊喜一一一z一一一喜一一一=一三一==王室==一

5等
一

l

i

一

と
こ
ろ
が

Hぷ
ど
っ

HE判
と

し

一

の

が

あ

る

の

か

一

事

故

O
の
旦
を
設
け
た
担
旨
と
同
一
忘
れ
て
い
た
と
か
、
戸
締
り
を
十
分
に
一
件
で
払
少
な
く
す
る
た
め
に
、
併
さ
ん
一
寸
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
」
一

で
つ
く
る
ご
さ
つ
円
μ
は
、
ま
だ
三
次
の
十
三
霊
山
が
許
可
に
な
っ
て
ど
じ
ょ
う
に
、
せ
め
て
一
日
だ
け
で
を
ー

τて
な
か
っ
た
た
め
に
被
告
に
か
か
っ
一
と
差
京
ガ
ツ
チ
リ
手
岳
山
一
九
日
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一
一
一
一

般
で
つ
く
っ
て
も
よ
い
許
可
が
与
え
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三
る
果
吉
で
す
。
一
の
臼
に
犯
罪
発
生
し
な
い
よ
う
に
と
て
お
り
ま
す
o

お
互
い
一
人
人
が
も
一
よ
い
川
る
い
郷
土
主
き
た
い
と
日
一
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音
な
く
そ
う
し
一

れ
て
い
ま
せ
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ち
ょ
っ
と
川
高
に
一
う
め
問
、
ま
た
た
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凶
、
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ご
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か
ら
詰
す
る
も
の
で
す
。
な
一
一
つ
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し
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す
れ
ば
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告
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一
軍
の
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京
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っ
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つ
く
っ
て
も
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円
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法
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と
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そ
甲
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し
円
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に
も
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五
H
に
限
ら
す
、
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日
何
日
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半
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上
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げ
る
わ
け
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二
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。
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っ
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と
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に
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ら
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。
一
さ
か
な
し
ん
で
い
る
方
も
あ
り
ま
す
。
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。
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近
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あ
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襲
が
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し
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収
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限
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量

丸

一

一

去

一

一

、

ふ

と

ん

わ

た

の

打

ち

直

し

が

あ

り

ま

す

一

↓

を

も

た

ち

を

よ

さ

社

長

人

に

寸

あ

た

一

一

一

害

者

で

、

菜

イ

モ

チ

が

一

関

イ

手

伝

王

子

一

一

一

、

限

時

期

す

、

一

二

て

お

り

ま

す

o

い
と
発
見
で
さ
ま
什
一
ん
u

健
康
夫
で
安
た
ち
雇
全
に
宵
て
る
た
め
に
も
一
つ
い
で
に
ふ
と
ん
が
わ
を
洗
濯
し
て
お

一
め
に
奉
仕
さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。
二
一
戸
智
大
発
生
し
、
招
請
葉
イ
モ
誌
の
皆
目
、
イ
モ
そ
れ
ぞ
む
埋
に
よ
っ
て
出
穂
の
(
奇
襲
以
暴
言
一
一
八
お
知
己
せ
〉
た
だ
い
ま
、
市
で
は
成
人
病
実
?
昂
ら
ぬ
ま
に
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
愛
児
た
ち
を
み
す

5
2あっ
一
き
ま
し
ょ
う
。

一
こ
の
防
助
言
、
言
、
そ
の
忠
一
一
一

2
に

お

い

て

も

松

正

義

厚

生

存

し

た

ま

立

で

、

一

一

ご

の

深

根

差

罪

悪

す

。

こ

と

が

官

舎

の

結

果

多

く

買

さ

宮

内

阪

を

し

て

、

趣

堅

兼

ね

た

新

一

毛

糸

の

お

み

も

の

な

と

、

よ

そ

へ

注

す
が
め
る
と
思
わ
れ
る
と
た
、
市
内
二
て
最
長
、
ウ
ン
去
、
六
時
中
休
み
と
な
る
が
、
一
的
望
志
イ
モ
ナ
府
集
団
t

岸
壁
明
)
で
成
人
病
老
人
病
早
期
発
見
円
十
判
長
に
よ
り
明
る
い
れ
て
い
ま
す
。
震
は
早
期
治
療
に
よ
し
い
民
開
拓
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。
支
す
る
な
ら
、
ぃ
悪
い
在
ん
す
い

す
各
所
を
脅
し
、
間
巡
っ
た
こ
と
や
一
一
一
き
自
立
の
こ
さ
れ
山
よ
り
イ
ぞ
チ
閣
が
一
内
び
活
発
に
一
事
瓦
一
ク
ピ
イ
モ
ヲ
コ
ワ
イ
モ
一
穂
イ
モ
三
一

0
ア
ー
ル
一
一
一
健
康
な
告
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。
っ
て
必
ず
治
マ
心
病
気
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
内
宮
中
の

5
5で
、
当
市
ご
一
て
い
る
肘
で
す
、
仕
事
も
て
;
;

2
一

Eび
を
し
て
い
広
子
ど
も
た
ち
に
二
て
い
そ
と
く
に

1
4
2はじ
め
夜
間
に
な
る
と
一

1
4
2
R古田
皮

一

躍

「

一

一

検

診

を

実

施

中

な

お

二

、

買

い

え

上

の

古

員

長

は

請

を

着

た

ま

ヨ

つ

け

ら

れ

お

い

て

iの
?
の
ふ
一
し
で
も
ロ
え
ま
す
。

。
一
対
し
、
官
民
お
い
て
喜
指
導
喜
子
ピ
チ
府
間
除
の
如
何
に
よ
っ
て
、
商
告
示
号
、
結
イ
モ
ヰ
府
一
集
団
防
除
一
口
一
八
ふ
一
一
一
国
べ
九
%
一
六
一

2

E六
穴
屯
一
一
一
一
悩
語
、
ガ
ン
、
最
病
等
の
成
人
保
険
被
保
堅
引
の
山
被
保
険
者
証
ま
ず
か
ら
近
く
の
議
で
授
け
て
く
だ
り
で
す

J
物
衣
料
語
の
売
り
出
し
き
こ

1
一
な
っ
て
い
ま
す
。
一
一
立
の
罪
議
白
は
が
き
ま
る
よ
ろ
を
一
発
生
さ
せ
る
。
一
個
人
二
回
訪
除
一
一
口
八
一
ニ
九
豆
一
二
七
三
吾
一
一
一
紅
き
病
法
国
民
死
亡
程
の
高
山
富
め
、
を
当
耳
言
こ
と
o

p

o

O

手
脅
し
ゅ
う
一
の
商
問
衝
で
も
見
ら
れ
ま
す
が
コ
タ
ツ

Z
Eの皆
さ
ん
も
、
こ
の
間
助
員
三
で
す
ο

一
一
、
防
除
法
一
個
人
一
同
防
除
一
一
一
一
↑
一
二
三
七
二
一
O

一
一
一
四
九
一
一
一
庖
一
一
一
し
か
も
こ
の
死
亡
率
及
び
医
療
目
年
受
け
よ
う
結
核
自
宅
で
内
職
を
の
ソ
ッ
ク
ス
刺
し
ゅ
一
つ
一
ぶ
と
ん
の
カ
バ
ー
な
ど
も
こ
ん
な
雲

十
奪
に
深
い
ご
講
を
い
た
だ
き
、
一
一
そ
こ
で
、
主
に
ザ
一
一
チ
病
と
そ
の
?
モ
チ
管
、
た
だ
個
人
個
人
一
然
防
除
区
一
八
四
五
一
四
九
戸
田
三
一
・
0

六
一
円
口
語
一
一
一
一
々
占
汁
の
一
途
を
た
ど
る
頃
刊
に
も

O
ベ
ビ
ム
一
日
セ
ッ
ト
等
一
に
見
つ
け
ま
す
と
、
ゃ
す
あ
が
り
で
、

今
後
と
も
い
っ
そ
う
の
ご
明
言
二
一
際
に
つ
い
て
よ
の
霊

2
2
5
2
P
E
「
i

一

L

L

l十
l

一
こ
ま
す
o

昨

年

の

大

州

市

此

亡

数

一

一

一

九

集

団

検

診

し

ま

し

ょ

う

詳

し

く

2
3
2へお
一
案
外
シ
ヤ
レ
た
も
の
が
で
言
。

い
い
た
し
ま
す

o
b
-
-
L
i
l
l
i
-
-
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-
J
1
l
I
H
i
l
l
y
-一
五
名
中
、
六
一
U
%
は
成
人
病
で
死
亡
し
恐
し
い
結
核
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
な
婦
人
た
ち
が
家
庭
に
あ
っ
て
、
少
年
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
↑

け
叫
d
対

関

捌

叫

叫

刻

州

問

対

ゴ

寸

け

川

汁

油

な

ど

の

取

扱

い

に

十

分

注

意

し

ま

し

ょ

う

仁

(2) 

み

な
も
れ
な
く
健

珍
陸

とい↓つ己目川口ワ六日)

ダ
イ
ヤ
ル
を
確
実
に
指
止
め
ま
で
回

わ
し
、
幹
げ
か
に
は
な
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
一

芹
-
指
止
め
ま
で
同
わ
さ
な
か
っ
た
り
一

ム
リ
に
一
貫
し
た
り
し
ま
す
と
、
正
し
~

く
れ
八
七
が
機
械
に
伝
わ
ら
ず
、
ま
ち
一

が
っ
た
相
一
干
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
↑

ま

す

。

一

電
話
交
而
問
機
は
、
あ
な
た
の
ダ
イ
ヤ
一

ル
に
し
た
が
っ
て
忠
実
に
働
き
ま
す
一

か
ら
、
交
換
機
を
ム
ダ
に
ぼ
う
か
‘

有
効
に
使
-
っ
か
法
、
あ
な
た
の
ダ
イ

ヤ
ル
の
凶
し
か
た
一
つ
に
あ
り
ま
す

こ
ん
こ
と
も
か
か
パ
や
す
い
空
し

い
電
話
の
使
い
方
に
ご
協
力
く
だ
さ

、。

八
月
か
ら
十
一
一
月
ま
で

同
で

1 0日

市
民
の
7
4
な
さ
ん
の
億
円
ハ
パ
理
と
環
均
一
術
牛
の

JH上
に
つ
い
て
は
、
市
の
重
点
施
策
と

し
て
推
進
し
て
才
ま
し
た
ο

今
年
は
と
く
に
一
般
市
民
の
一
性
頃
診
断
を
行
な
い
、
各
自
門
の

健
民
状
態
た
よ
く
F

知
つ
一
て
も
ら
っ
た
う
え
で
一
、
結
均
的
に
漣
原
止
を
端
近
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い

3
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
川
電
報
電
話
加

乾
燥
用
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、


